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｢
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｢
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∵
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･
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r

j

.

.

.

d

輔
舞
鶴
二
　
3
　
号

/

一
二
朝
止
町
域
薦
公
園
粂
桝
の
制
定
旺
　
つ
　
S
て

三

朝

町

部

'

市

会

圃

典

例

を

耶

軟

の

と

お

少

制

定

す

る

0

昭

和

四

十

二

年

三

月

十

　

1

白

樺

出

三

部

町

長

　

坂

　

出

　

雅

　

己

賂
窟
弐
年
号
月
嘉
弐
8
席
棄
可
決

三
朝
喜
議
長
+
･
矢
向
春
雄

藍
t
r
▲
A
k
"
巨
･
.
.
,
,
 
･
h
i
h
■
事
1
I
L
I
.
.
L
r
m
i
.
.
.
.
,
r
v
I
.
.
/
/
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･ル 
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.

　

J

.

I

L

.

_

_

･

;

ノ

′.
f

一

三

　

朝

　

町

　

甥

　

市

　

公

　

有

　

典

　

例

8

　

7

　

8

.

#

+

　

　

,

)

.

､

'

‥

.

.

■

.

.

.

-

I

(
日
一
的
)

聖
典
　
と
呈
伸
は
･
k
･
領
分
職
草
(
府
空
手
1
生
鞍
年
額
七
十
九
号
｡
現
下
｢
港
｣
と
･
S
う
｡
)

及
び
鴇
旺
葺
く
命
令
偲
定
め
る
も
冨
埼
4
･
葡
萄
公
職
の
将
債
務
び
管
理
讐
J
P
併
専
芸
項
等

を
棄
め
る
こ
と
を
日
掛
と
す
る
｡

青
　
空
,

讐
姦
　
都
市
公
司
を
次
の
と
お
&
,
辞
欝
す
る
･
.

秦
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一
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l

d

'
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I

t

.

I
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ナ

常

　

二

　

奮

＼

　

　

概

　

市

　

公

　

雨

　

の

ず

　

稗

　

　

　

･

(
行
為
の
卿
駆
)

筆
二
秦
　
都
市
公
職
旺
お
S
て
棟
の
各
号
に
嶋
げ
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
.
 
b
Q
者
は
､
町
長
の
許
可
を
費

け
な
け
れ
ば
な
ら
竜
S
｡

r
　
行
商
､
募
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
痕
す
る
行
為
を
す
る
こ
と
｡

]
r
　
業
と
し
て
写
責
文
托
映
商
を
嶋
形
す
る
と
と
｡
　
　
　
　
′

W
　
ヰ
行
を
行
李
r
こ
と
｡

･
叫
　
頼
授
会
･
展
示
会
､
博
驚
会
そ
の
他
こ
れ
ら
打
帯
す
る
催
し
の
た
軌
に
公
園
の
余
和
文
は
]
部

を
敬
占
し
て
利
用
す
る
こ
と
｡

之
　
前
項
の
許
可
を
専
け
よ
す
と
す
る
青
線
'
攻
め
各
号
把
語
り
る
事
V
等
前
栽
し
た
中
細
卓
を
町
長

＼

に
携
出
し
な
け
れ
ば
漁
ら
な
い
｡

l
･
I
i
B
開
署
の
各
所
'
貯
名
及
び
職
革
(
法
人
昭
あ
っ
て
i
5
,
1
.
甘
た
る
事
等
所
の
所
在
地
､
名
称
'
及

び
償
革
帯
胃
と
す
る
｡
以
下
同
じ
)

]
r
　
行
為
の
日
肘

q
　
帯
漁
の
抑
肝

○

　

　

　

　

+

1

　

　

　

1

.

･

●

　

　

　

　

　

ヽ

皇

盛

し
.
臥
艶
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l
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･
ノ

･
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.

　

r

'

-

~

　

一

･

T

　

王

J

I

　

　

　

一

Y,∫

7-

.

･

ユ

一

雷

叩

　

　

　

7

.

.

.

.
1
J

血

:
.
喝
　
行
為
の
義
所
'
戊
は
会
同
桶
野

W
　
行
為
の
内
密

L
p
　
そ
の
他
町
膚
が
特
売
す
る
琵
項

ヱ
　
敬
三
l
L
Z
の
L
.
:
T
L
.
･
･
J
芸
i
J
ト
｡
.
･
1
.
.
:
 
'
･
･
　
･
･
_
 
J
J
.
∴
久
･
.
I
.
･
7
 
･
.
･
･
い
.
÷
1
7
･
三
.
 
I
.
∴
･
､
∴
,
 
･
.
:
.
I

頂
を
訂
耕
し
た
帝
詔
番
を
町
轟
に
碍
塙
L
t
そ
の
許
可
を
学
誓
仁
縛
れ
ば
怒
ら
を
い
｡

㌔

供
　
町
馬
は
'
袴
1
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
が
や
巧
の
毎
葦
J
<
岡
の
利
用
に
宅
間
を
及
k
･
さ
菟
い
と
課

臥
る
場
合
に
限
り
第
蒜
叉
は
第
三
芸
等
k
･
芸
え
名
こ
と
が
で
き
～
]
?
0

よ
　
町
長
は
'
常
1
帝
叉
は
第
三
帝
の
竺
蒜
郡
市
公
園
の
嘩
埋
上
電
撃
孜
節
関
内
で
条
件
を
甲
貰
,
)
･
J

と
が
で
き
為
.

(
行
為
の
禁
示
)

常
四
条
　
都
市
公
園
に
お
い
て
緩
､
L
J
Y
,
∵
三
言
遠
げ
ろ
行
為
･
]
.
 
･
.
L
L
L
,
i
_
:
季
ら
貴
い
O

た
だ
し
,
鞍
祭
霊
竺
一
再
,
堕
崩
志
井
-
山
了
レ
く
禁
三
雲
人
･
y
望
-
-
し
･
′
､
烏

篤
三
東
の
許
可
拡
か
か
る
も
の
に
つ
誓
言
･
.
T
こ
禦
い
り
で
た
い
｡

1
'
郡
市
公
園
を
掃
額
し
､
汚
招
し
､
r
.
,
<
姓
土
石
を
摂
取
す
る
こ
と
0

兼
を
橋
額
し
､

文
結
滞
軌
を
坪
取
す
為
こ
と
Q

･

1

･

　

　

　

　

　

　

　

J

1

I

.

+

　

/

　

_

 

･

[
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葛岡革LpF(

鳥
獣
塀
を
掃
辞
L
t
.
文
は
夢
喝
す
る
こ
と
L
リ

ご
み
早
の
柵
汚
物
､
危
険
･
助
を
捨
て
る
こ
と
0

立
入
卒
止
区
域
に
発
ち
入
る
こ
と
｡

ヽ

特
定
さ
れ
た
喝
所
以
外
の
場
所
望
予
軍
を
入
れ
､
叉
誓
と
め
お
く
こ
と
0

鍔
鞄
若
し
-
は
こ
れ
に
獅
す
る
も
(
〃
声
優
甲
子
Q
j
J
と
C

前
各
号
の
外
町
長
が
公
蘭
9
年
讐
憲
誓
蒜
が
あ
る
と
諦
め
∵
苧
掌
る
軍
頂

(
利
鞘
の
挙
止
叉
は
剰
警

察
五
条
　
町
膚
は
都
市
公
闇
の
漂
壌
そ
の
揃
の
町
南
牢
よ
り
そ
の
利
軍
か
禽
険
で
あ
る
と
笥
誓
り
れ
る

場
合
叉
は
都
市
公
開
に
関
す
る
孟
宗
た
警
奉
賛
博
な
い
と
認
警
ノ
㌢
還
せ
誓
票
∵
言
蒜
市

､
公
開
を
保
牟
し
､
果
誓
で
宗
田
者
の
蘇
讐
晶
要
る
た
め
､
B
;
･
雷
畠
･
,
雲
J
響
甫
全
問
芸
界

を
.
禁
止
し
'
文
権
利
関
す
る
こ
と
が
で
き
る
3

(
公
園
施
静
の
辞
慣
若
し
く
は
K
T
･
幣
栗
は
占
屍
の
轟
可
の
酔
.
%
L
L
i
車
の
記
慧
重

篤
i
<
桑
　
怯
第
五
条
竺
義
の
冬
例
で
定
め
る
事
項
は
､
次
の
誉
号
に
揚
げ
る
も
の
と
す
る
O

I
'
公
園
解
殻
を
背
け
よ
う
と
す
る
と
L
尊
は
､
次
に
璃
げ
ろ
事
項

イ
　
背
骨
の
日
掛

ロ
　
欝
常
む
野
間

_
 
･
,
∴
∵
i
I
了
L
 
I
.
.
.
I
.
∴
.
ー
.
.
.
.
.
A



ーJ LY

｢号

∫
:

･

･

･

-

　

T
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･

I
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･

･

･

･

i

･

∵

　

･

r

･

･

･

､

.

T

.

.

｡

.

j

■
t

ハ
　
欝
骨
の
場
所

)
I
　
公
園
熊
静
の
帯
革

ホ
　
公
園
熊
静
の
管
理
の
方
法

(
　
工
事
乗
場
の
方
法

卜
　
工
事
の
夢
手
冴
び
専
丁
の
晴
耕

チ
　
郡
市
公
司
の
額
旧
の
方
法

り
　
そ
の
他
町
長
の
稗
示
す
る
事
項

J
r
　
公
喝
俄
帝
を
等
群
し
よ
う
と
す
る
と
き
壮
'
次
だ
再
げ
ろ
事
項

イ
　
管
坤
の
日
的

口
　
菅
野
の
漸
問

･
ハ
　
賛
辞
す
る
公
開
砺
帝
･

こ
　
管
球
の
方
法

ホ
　
そ
の
他
町
長
の
帝
京
す
る
串
帝

W
　
許
可
を
費
け
た
事
項
を
療
育
し
よ
.
う
と
す
る
と
き
は
､
当
藷
事
項
一
ノ

よ
　
法
篤
大
桑
等
二
項
の
集
例
で
定
め
る
事
項
は
､
汝
の
各
号
に
掃
け
･
る
も
の
と
す
る
.
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■

｢

1

一

.

■

　

.
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1

｢

一

~

占
用
物
件
の
専
守
の
方
鞍

○

工
事
額
解
の
方
.
#
.

工
事
の
弟
事
及
び
乗
丁
の
時
期

都
市
公
司
の
稚
旧
方
法
｡

そ
の
他
町
長
の
帝
京
す
る
事
項

且
　
法
事
東
条
簾
三
膚
た
だ
.
)
書
き
の
規
定
旺
よ
る
占
用
の
歩
育
許
可
を
零
し
な
S
琴
易
夜
変
更
と
は

公
園
の
乱
数
に
影
響
を
与
え
を
S
程
声
の
占
用
物
件
の
嘩
常
夜
改
装
等
で
町
長
が
定
め
る
も
の
と
す

る
○

●

(
腰
部
革
等
)

蔦
七
集
　
公
開
熊
辞
の
評
常
葉
し
ぐ
は
輔
市
公
開
の
古
田
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
着
果
は
そ
れ
ら

の
韓
可
を
受
け
た
幕
痛
の
一
部
を
重
曹
し
よ
う
と
す
る
者
は
､
_
当
帝
許
可
の
由
帝
書
に
評
軒
尋
､
仕

横
専
及
び
阿
南
を
添
附
し
な
け
れ
ば
怒
ら
夜
S
.

(
*
?
i
)

弟
<
兵
　
法
手
玉
集
8
1
毒
,
決
着
4
(
集
韓
首
'
同
点
望
遠
欝
t
t
壷
､
竺
重
文
は
同
島
竺
一
高

を
菅
野
を
争
抄
食
費
憎
･
L
S
凍
空
芸
げ
毒
の
僻
声
帯
を
雛
付
し
せ
け
九
ば
な
ら
.
#
S
｡
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r

(
幣
･
･
膏
や
机
分
)

覇
九
条
　
町
轟
は
裸
の
各
号
の
一
に
等
寧
す
る
薯
k
r
報
し
て
こ
の
条
例
9
碍
崖
に
よ
っ
て
し
た
許
可
を

取
り
滞
L
t
　
そ
の
動
力
を
停
車
し
､
第
し
-
情
そ
(
,
1
年
蹄
を
療
更
し
､
文
略
行
為
の
中
止
､
同
輩
甜

層
､
若
し
-
は
魯
固
よ
り
の
軍
費
を
･
命
ず
そ
J
と
が
で
き
る
｡

T
　
と
の
姦
脚
文
は
こ
の
多
聞
の
輯
算
に
基
づ
-
眺
分
k
J
掃
反
し
て
誓
芸
や
･

-
r
　
こ
の
準
例
の
輯
守
等
ろ
許
可
毘
し
た
冬
笹
纂
庁
し
て
い
る
者
ハ
)

n
r
.
偽
り
そ
の
仲
不
試
食
手
段
把
よ
り
こ
の
条
例
の
軍
票
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
着
る

I

ま
　
町
長
は
次
の
各
号
の
一
昭
顎
当
す
る
場
合
に
お
S
て
結
､
こ
の
卒
研
の
碍
定
に
よ
る
許
可
を
専
げ

.
た
薯
に
対
し
節
酒
に
帝
廃
す
ろ
純
分
を
L
t
叉
は
間
瀬
に
堵
卓
1
j
す
る
必
革
を
韓
軍
を
命
ず
d
:
(
こ
と
が

で
き
る
0

1
,
都
市
公
園
に
野
す
る
丁
串
の
た
め
ア
賢
義
孝
S
粛
軍
が
準
じ
た
輯
合
｡

]
r
　
公
開
.
Q
保
全
叉
稚
魚
碑
の
警
;
蒐
鴨
の
都
田
竺
讃
し
望
′
転
が
煎
じ
た
韓
合
o

司
　
都
市
公
開
の
啓
押
上
の
河
南
以
禁
養
L
f
l
T
に
基
づ
-
竺
芸
･
T
r
･
芸
碍
菟
S
必
要
が
生
じ
牢
統

合
｡
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第

　

三
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掃

出
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r

第
十
粂
　
次
の
各
号
の
1
泥
該
当
す
る
鴇
合
に
お
い
て
姥
､
当
誘
行
為
を
し
た
者
は
､
す
み
や
か
に
そ

の
旨
を
町
長
に
届
け
出
浸
け
れ
ば
な
ら
な
い
0

1
.
,
法
第
茸
壌
第
二
摺
文
は
按
窮
ふ
へ
舟
軍
一
斉
若
し
-
結
節
三
官
苧
諾
可
を
背
け
た
票
が
公
同
紙
葦

の
評
博
文
は
都
市
公
開
の
藻
屑
k
r
軸
サ
リ
二
王
l
L
.
市
を
完
了
し
た
と
き
O

l
r
　
前
号
に
掃
げ
ろ
著
が
､
公
圃
場
警
姦
警
誓
し
く
は
碍
讐
人
は
竺
E
･
公
開
の
占
警
轟
か
し
た

一

と

き

○

弓
　
第
1
号
に
掃
げ
ろ
欝
が
換
箪
十
冬
第
一
頂
の
柑
莞
に
よ
り
郊
菟
公
閏
を
痩
状
に
回
帯
し
た
と
き
(
.

喝
　
沫
篤
十
]
奥
零
一
府
文
は
筒
二
頂
の
碍
窟
に
よ
り
由
卑
節
一
項
に
軍
(
正
す
る
必
軍
･
･
,
t
.
'
鍔
腎
を
余

ヽ

せ
ら
れ
た
者
が
､
命
ず
ら
れ
た
丁
重
を
等
了
し
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